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論 文 内 容 の 要 旨 




この構造が失われ、テロメアを伴った SPB が数個に分かれる。 
 Kmsl の機能を探るために、これと相互作用する因子を酵母 2-ハイブリッド法でスクリーニングした。その
結果、SPB タンパク質 Sad1 および３つの新規タンパク質を見いだした。次に、Sad1 と相互作用する因子もスク
リーニングし解析した。Kms1 と相互作用するタンパク質の中に、ダイニン軽鎖とホモロジーを示すタンパク質
（DIc1）を見出した。そこで、ダイニン中間鎖（Dic1）についても併せて解析した。DIc1 は、細胞周期を通し
て SPB に存在し、減数分裂前期には、Dhc1 と同様に微小管と細胞皮質上の微小管アンカー部に局在していた。
dlc1 破壊株では、減数分裂前期の Dhc1 依存的な核運動の持続性が低下し、運動の方向が不規則になっていた。
さらに、減数分裂での相同染色体間の組換え率がdhc1 破壊株と同程度にまで低下していた。Dlc1 と Dhcl はどち
ら接合時の核融合に必要であり、この時期に起こる染色体末端領域の再配置にも必要であった。Dic1 タンパク
質の局在と遺伝子破壊株の表現型は Dhc1 とほぼ一致していた。 
 以上の研究結果から、分裂酵母のダイニン軽鎖 DIc1 は、ダイニン重鎖の活性を調節する機能を持ち、微小管
上のダイニン重鎖と SPB を繋ぐ重要な因子であると考えられる。 
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